
社会資本総合整備計画（第６回変更）
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ＪＲ三重町駅周辺の交通結節点機能の向上と賑わい空間の創出 ○

平成30年度　～　令和5年度　（6年間） 大分県　豊後大野市

・交通結節点機能を向上させることにより、減少傾向にあるＪＲ三重町駅の乗降客数を628,519人／年（H30）から625,300人／年（R5）とし減少の改善をする
・駅周辺の活性化を確認するため、地元住民の駅周辺商店街利用率（週１回以上）を79.0％（H30）から90.0％（R5）にする
・交流人口や地区外からの来訪者を増加させるため、ＪＲ三重町駅周辺における賑わいを創出するイベントの回数を1回／年(H30)から12回／年（R5）の開催にする

（H30当初）
ＪＲ三重町駅の年間乗降客数

近隣住民のアンケート調査により、駅周辺商店街を週１回以上利用すると回答した率

ＪＲ三重町駅周辺での賑わいを創出するイベントの開催数

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ５ 策定状況

A-1 都市再生 一般 豊後大野市 直接 豊後大野市 747.0 － －

合計 747.0

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ５ 策定状況

合計 0.0

Ｃ　効果促進事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ５
合計 0.0

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ５

合計 0.0

番号 備考

社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金）
計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象
計画の目標

【大目標】豊後大野市の中心地として『交通結節点機能の形成』・『誰もが集える空間の形成』・『地域資源の活用』により集約型都市機能を高め、人が集い人とひとがつながり賑わいが創出できる都市環境づくりを目指す
目標１：駅利用者の交通の利便性を高め、交通結節点としての機能を有する都市環境の向上を図る
目標２：多世代が集い活気を感じることのできる空間を形成し、賑わいと交流が生まれるまちづくりを創出する
目標３：地域資源を活かした魅力づくりを行い、空洞化する中心市街地の活性化を図る

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値
（R3末） （R5末）

628,519人／年 627,000人／年 625,300人／年

79.0％ 85.0％ 90.0％

1回／年 6回／年 12回／年

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
746百万円 Ａ 746百万円 Ｂ 0百万円 Ｃ

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

0百万円 Ｄ 0百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

豊後大野市 ＪＲ三重町駅周辺地区都市再生整備計画事業 駅前広場、駐車場等　144ha

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（延長・面積等）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果



交付金の執行状況
（単位：百万円）
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駅舎改修につ
いて関係者と
の協議に不測
の日数を要し
たため

H30 R1 R2 R3 R4

計画別流用
増△減額
（b）

0 0 0 0 0

配分額
（a）

55 51 63 63 9

前年度からの繰越額
（d）

0 54 38 43 55

交付額
（c=a+b）

55 51 63 63 9

翌年度繰越額
（f）

54 38 43 55 9

支払済額
（e）

1 67 58 51 55

不用額
（h = c+d-e-f）

0 0 0 0 0

うち未契約繰越額
（g）

16 23 43 48 0

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

整備内容につい
て関係機関との
協議、調整に不
測の期間を要し
たため

道路形状の確定
が遅れ、用地の
買収、補償に不
測の日数を要し
たため

道路の変更設計
が生じ本工事の
発注に不測の日
数を要したため

用地取得にお
いて所有者と
の境界協議に
不測の日数を
要したため

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

29.1% 21.9% 42.6% 45.3% 0.0%



参考図面（社会資本整備総合交付金）

計画の名称 ＪＲ三重町駅周辺の交通結節点機能の向上と賑わい空間の創出

計画の期間 平成30年度　～　令和5年度　（6年間） 大分県　豊後大野市交付対象

A-1 ＪＲ三重町駅周辺都市再生整備計画事業
（駅前広場、駐車場等 144.0ha）

国道３２６号

ＪＲ豊肥本線

国道５０２号

豊後大野市役所

基幹事業

凡　例

関連社会資本整備事業

効果促進事業

滞在快適性等向上区域（3.8ha）
ＪＲ三重町駅



計画の名称：ＪＲ三重町駅周辺地区都市再生整備計画事業   　事業主体名：豊後大野市　             　

チェック欄

　１）まちづくりの目標が都市再生基本方針と適合している。 ○

　２）上位計画等と整合性が確保されている。 ○

　１）地域の課題を踏まえてまちづくりの目標が設定されている。 ○

　２）まちづくりの必要性という観点から地区の位置づけが高い ○

　１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 ○

　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ○

　３）目標及び事業内容と計画区域との整合性が確保されている。 ○

　４）指標・数値目標が市民にとって分かりやすいものとなっている。 ○

　５）地域資源の活用はハードとソフトの連携等を図る計画である。 ○

　１）十分な事業効果が確認されている。 ○

　２）事業連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。 ○

　１）まちづくりに向けた機運がある。 ○

　２）住民・民間事業者等と協力して計画を策定している。 ○

　３）継続的なまちづくりの展開が見込まれる。 ○

　１）計画の具体性など、事業の熟度が高い。 ○

　２）交付期間中の計画管理（モニタリング）を実施する予定である。 ○

　３）計画について住民等との間で合意が形成されている。 ○

⑥円滑な事業執行の環境

（都市再生整備計画事業等タイプ）

Ⅲ．計画の実現可能性

Ⅰ．目標の妥当性

④事業の効果

⑤地元の熱意

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅱ．計画の効果・効率性

③目標と事業内容の整合性等

①都市再生基本方針との適合等

②地域の課題への対応


